令和7年度　一般社団法人一粒福祉会事業計画書　　2025年3月作成

＜法人の理念＞
人のため、地域のため

＜法人の方針＞
居場所をつくる　活躍の場をつくる

1 利用者のため
～障害のある人たち、高齢になった障害者のための居場所づくり・生活支援～
～高次脳機能障害者・失語症者の暮らしを支える～
2 働き人のため
～障害のある方の雇用、高齢者、疾病をもつ人たちの雇用支援、子育て中や家族の介護をする人にも働きやすい職場づくりと仕事の支援～
3 地域のため
～支え合いの地域づくり、啓発活動、人々のお互いの違いを認め合う社会を目指す～

＜令和7年度の事業計画＞
1 職員の研修を充実し、より専門性の高い支援を目指す
2 障害者雇用等の充実、みんなが働きやすい職場づくり
3 販売会やカフェ事業、就労支援など地域に広がる事業を展開する

＜事業計画の基礎：法人の沿革＞
2015年6月30日、法人設立。一粒福祉会は「障害のある人たちが65歳になり、介護保険に移行する際、障害のある人にあった日中活動の場がない」という課題から、2016年3月、介護保険施設「デイオアシスまほろば」を開始した。2019年4月、デイオアシスまほろばは障害者総合支援法生活介護事業（共生型）の認可をとり、障害者の方で介護保険法が利用できない方の日中活動の場としても活動を開始した。障害のある人が充実した地域生活を送ることが出来るよう2021年4月、国立市に多機能型施設ワークオアシスアレーズまほろばを開設した。2023年、デイオアシスまほろばにて、「地域カフェchouchou(シュシュ)」を月1度開始した。

＜前年度からの課題について＞
〇昨年度計画して実施できなかった「アレーズまほろば」での就労支援と地域への広がりのための「カフェ」の改築事業を実現させる。（東京都共同募金会助成金補助金を活用の予定）
〇利用者の創作品をよりよいものとする（クルミル出店・ものづくりのわ・販売会充実）
〇ご家族の課題について、解決できるよう相談を充実させる（他機関との連携）
〇利用者のニーズと地域のニーズを行政を交えて検討し、新規事業を計画する
＜法人全体の取り組み＞
〇一般社団法人（非営利型）の良さを生かし、フットワークや機動力のある法人としてチャンスがあれば、新しいことにチャレンジする
〇これまで取り組んできた地域の交流場「地域カフェ」の充実。
〇お菓子づくりや企業の仕事なども実施し、地域とのつながりを作る。
〇一粒福祉会のもつ良さ「利用者の個別化」「専門性の充実」などを今後も継続し、法人の事業管理優先でなく、利用者の暮らしを中心に考える事業の在り方や、高次脳・失語症の方の支援、障害高齢者の支援を充実させることで、地域全体の福祉の向上に貢献する
〇2015年設立から10周年となるため、記念行事を行い、経過の記録や文集、写真集などを企画する
（記念行事は2025年12月28日　午後2時よりリオンホールにて開催予定）

＜職員の育成＞
〇経営を安定させ、将来に向けて若い職員を育成していく。
〇専門性を大事にし、より質の高い支援を目指す。研修や資格取得を応援する。
〇障害者雇用、高齢者有償ボランティアを今後も継続、充実し、ノウハウを蓄積していく。それぞれの持ち味を生かし、多様性を認めあう職場環境を目指す。
〇障害者の地域支援が発展し、継続していくように世代交代や今後の人材育成に主眼を置く。


＜障害者・高齢者雇用の推進＞
障害者雇用・高齢者雇用を今後も実施（障害者・高齢者を雇用することで、雇用の機会を提供し、また人材の確保をし、税制上の優遇を受ける）
障害者就労移行支援やハローワークと連携し、障害者就労インターン、高齢者・高齢者有償ボランティアを実施

＜国分寺市身体障害者福祉協会との連携＞
法人設立の基礎となった国分寺市身体障害者福祉協会との連携を強め、障害のある人たちの豊かな地域社会づくりに共同して取り組む

＜デイオアシスまほろば＞
利用定員10名地域密着型通所介護
共生型生活介護
〇よいよいケアの充実
〇作業内容の充実
〇プログラムのより豊かな内容の検討

＜ワークオアシスアレーズまほろば＞
国立市内におけるワークオアシスアレーズの存在の意味について検討。高次脳機能障害のある方を中心に、居場所としての役割を充実させていく。
単に作業をし、日中行く場所としてではなく、より心理的に利用者にとって、ご家族にとってのよりどころとなり、仲間同士の関係によって、自分の能力を生かす場の提供によって本来利用者のみなさんがもっている力が発揮され、エンパワーメントされることを日々の運営の目標にする。

活動
体操・リハビリテーション
相談
余暇活動
レクリエーション
作業・販売活動
創作・芸術的活動
作業内容
・Amazon受注作業
・マージナル古本インターネット販売
・創作活動
・受注作業　その他

生活介護事業
〇医療的ケア、重度障害のある方の質の高いケアを目指す
〇生活介護利用者の工賃のアップ
〇より充実した日中活動プログラムを行う
〇リハビリテーションプログラムの充実

就労継続支援事業B型
〇就労プログラムの開始
〇工賃を高めるための作業の獲得
〇クルミル（東京都）への挑戦
〇より詳細に利用者の作業能力を検討し、自立してかつ、利用者の満足度の高い作業の開拓を行う
以上
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